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毎月19日は「にしはら自己啓発の日」です。
月に一度は、自らの言動を振り返り、自己実現を目指しましょう。 ２むらの月暦
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農業委員会からのお知らせ
　3月の農業委員会への申請受付の締切りは、平成 26 年３月 10 日（月）
です。内容確認・調査等が必要であり、書類等に不備があれば委員会に掛
けることが出来ないこともありますので、早めの申請内容のご相談、申請
書の提出をお願いいたします。
　農地の売買・貸し借り・転用等を計画されている方は産業課農業委員会
事務局又は地元農業委員まで早めにご相談・ご連絡をくださるようお願い
します。
　農業委員会の開催日は 3 月 25 日（火）の予定です。

農業委員会

　この運動は、空気が乾燥し、少しの不注意でも火
災が発生しやすい時季に火災予防思想の一層の普及
を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者等を中
心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐ
ことを目的として毎年実施しているものです。
　まだまだ寒い日が続き、暖房器具の使用も続きま
す。火の取り扱いには十分注意してください。

実施期間　
　３月１日（土）から３月７日（金）
　　　　　　　　　　　　までの７日間

全国統一標語
　「消すまでは　心の警報　ONのまま」

住宅防火　いのちを守る7つのポイント 
　３つの習慣
　・�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。※スプレー缶に注意！

　・�ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

　・寝たばこは、絶対やめる。 

　４つの対策
　・住宅用火災警報器を設置する。
　・住宅用消火器等を設置する。
　・�寝具や衣類、カーテンなどは防炎製品を使用す
る。

　・隣近所の協力体制(声かけ)をつくる。 

■�この時期、草木が枯れ空気が乾燥して「山火事」
が発生しやすくなっています。屋外での火の取扱
いには十分ご注意ください。
■�家庭や地域ぐるみで火の用心に心がけましょう。

西原村消防団　　　
高遊原南消防本部　

「春季全国火災予防運動」のお知らせ
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人
権
擁
護
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
活
躍
さ
れ
、
本
年
１
月
１
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
た
太
田
興
一
氏
（
高
遊
西
）・

草
野
正
臣
氏
（
万
徳
）
に
法
務
大
臣
か

ら
の
感
謝
状
が
、
１
月
14
日
、
役
場
応

接
室
に
お
い
て
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇

大
津
支
局
中
川
支
局
長
よ
り
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
阿
蘇
大
津
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
坂
井
会
長
か
ら
記
念
品
の
贈

呈
も
あ
り
ま
し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
、
平
成
17
年
１
月
か
ら
３

期
９
年
、
草
野
さ
ん
は
平
成
20
年
１
月

か
ら
２
期
６
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
日
常
、
地
域
住

民
に
接
し
な
が
ら
、
人
権
の
擁
護
、
人

権
思
想
の
普
及
・
啓
発
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
感

謝
状
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
、
西
原
村
成
人
式
が
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
来
賓
と
し

て
村
議
会
議
員
を
は
じ
め
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
・
社
会
教
育
委
員
や
小
中

学
校
の
恩
師
を
迎
え
て
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
対
象
者
は
64
人
で
し
た
。

　

開
式
前
に
、
小
中
学
校
時
代
の
思
い

出
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
、
出
席
者
は
時
お
り
歓
声
を
あ
げ
な

が
ら
、
恥
ず
か
し
さ
い
っ
ぱ
い
、
懐
か

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
当
時
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
の
司
会
進
行
を
新
成
人
者
の
藤
本

峻
輝
さ
ん
が
務
め
、
出
席
者
全
員
に
よ

る
国
歌
斉
唱
の
後
、
氏
名
点
呼
で
成
人

者
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
を
中
学
校
時
の

恩
師
に
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
、
成
人
者

を
代
表
し
て
山
本
あ
ゆ
さ
ん
に
、
日
置

村
長
か
ら
成
人
証
書
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
日
置
村
長
か
ら
、

「
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
自
ら
生
き
抜
く

こ
と
を
決
意
し
、
育
て
て
く
れ
た
親
・

家
族
に
感
謝
し
、
新
た
な
目
標
に
向
か

っ
て
、
大
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

頂
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
者
を
代
表
し
て
の
誓
い

の
言
葉
を
、
加
藤
敬
太
さ
ん
が
「
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
そ
し
て
、

私
た
ち
が
学
び
、
育
っ
た
西
原
村
に
心

か
ら
胸
を
は
れ
る
よ
う
な
、
立
派
な
大

人
に
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま

す
。」
と
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
山
本
剛
史
さ
ん
が
「
交
通

安
全
の
輪
を
広
げ
、
安
全
で
快
適
な
交

通
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。」
と
、
交

通
安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
後
は
、
恩
師
や
旧
友
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
、
思
い
出
話
で
盛
り
上
が

り
、
晴
れ
姿
を
写
真
に
収
め
る
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
本
峻
輝
さ
ん
よ
り
一
言
（
司
会
）

　
「
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
に
会
え
て
な
つ

か
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

新
し
い
刺
激
を
受
け
、
更
に
こ
れ
か

ら
も
飛
躍
で
き
る
と
確
信
で
き
た
す
ば

ら
し
い
成
人
式
で
し
た
。」

西
原
村
成
人
式

V
illa

g
e
  T

o
p
ic

s

元
人
権
擁
護
委
員

太
田
興
一
氏
・
草
野
正
臣
氏
へ

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
贈
呈
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村の安全を守る！  初春を飾る出初式
平成26年西原村消防団出初式開催

V
il
la

g
e
  
T
o
p
ic

s

　

平
成
26
年
の
新
春
を
飾
る
、
消
防
団
出
初
め
式
が

１
月
12
日
（
日
）、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
東
田
団
長
以
下
１
９
３
名
の
団
員
と
、

23
台
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
が
出
動
し
て
盛
大

に
式
が
行
な
わ
れ
た
中
で
、
日
置
和
彦
村
長
は
、「
団

員
相
互
の
連
携
を
一
層
強
固
な
も
の
と
す
る
と
共
に

直
面
す
る
困
難
な
課
題
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で

頂
け
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
式
辞
を
述

べ
ら
れ
、
続
い
て
東
田
団
長
よ
り
、「
郷
土
は
自
ら
守

る
と
い
う
消
防
精
神
を
持
ち
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が

安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
」
と
の
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
恒
例
と
な
っ
た
、
に
し
は
ら
保
育
園
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
通
常
点
検
演
技
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
行
な
わ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
技
が
行

わ
れ
、
ご
来
賓
や
保
護
者
、
ま
た
消
防
団
員
に
も
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
機
械
器
具
整
備
審
査
や
通
常
点
検
が
行
な
わ

れ
た
あ
と
、
下
小
森
堤
に
移
動
し
、
23
台
の
小
型
動

力
ポ
ン
プ
積
載
車
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
な
わ
れ
、

見
事
な
水
の
ア
ー
チ
を
描
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
種
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
、（
　
）

内
の
数
字
は
分
団
名

【
退
職
団
員
の
部
】

■�

消
防
庁
長
官
表
彰

　
２
号
銀
杯
（
元
団
員
在
職
期
間
15
年
以
上
）

　

�

桂　

志
郎
⑵　

山
口
祐
一
郎
⑵　

荒
木
一
精
⑵

　

瓜
山
幸
夫
⑺　

山
野
和
敏
⑺

■
村
長
表
彰
（
元
団
員
在
職
期
間
10
年
以
上
）

　

藤
本
亮
一
⑵　

長
屋
誠
司
⑵ 

【
現
団
員
の
部
】

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

精
績
章
（
団
員
歴
20
年
）
高
橋
和
利（
副
団
長
）

勤
続
章
（
団
員
歴
30
年
）

　

中
村
勝
行
⑹　

山
隈
輝
晃
⑹

■
熊
本
県
知
事
表
彰
永
年
勤
続
功
労
章（
団
員
暦
25
年
）

　

増
永　

敬
⑴　

中
村
三
千
文
⑴　

　

藤
川
尊
士
⑵　

柿
田
隆
弘
⑶

■
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章（
団
員
暦
20
年
）
東
田
伊
佐
雄（
団
長
）　

　

山
口
誠
一
⑵　

今
村
和
博
⑷　

緒
方
幸
司
⑹　

　

永
野
輝
博
⑺　

中
村　

隆
⑺　

中
村
和
也
⑺

勤
績
章（
団
員
暦
15
年
）　　

　

�

本
田
哲
哉
⑴　

坂
田
勝
美
⑵　

月
岡
義
典
⑵　

　

坂
本
英
和
⑵　

山
田　

誠
⑵　

渡
邉
安
英
⑶　

　

上
田
貴
裕
⑶　

山
口
睦
生
⑶　

岩
永
一
精
⑷　

　

島
野
真
一
⑸ 

■
村
長
表
彰
（
分
団
推
薦
）　

　

�

曽
我
直
也
⑴　

森
川
眞
次
⑵　

桂　

公
裕
⑵　

　

橋
本
兼
一
⑵　

松
岡
隆
行
⑶　

今
村
秀
蔵
⑷　

　

岩
永
一
精
⑷　

武
藤
信
一
郎
⑸　

渡
邉
隆
由
貴
⑸

10�

年
表
彰

　

松
永
誠
司
⑴　

黒
木
豊
和
⑵　

片
山
秀
仁
⑵　

　

内
田
光
彦
⑵　

廣
瀬
一
幸
⑵　

坂
本
考
幸
⑵　

　

碇　

泰
樹
⑷　

米
田
真
寿
⑸　

海
東
義
経
⑸　

　

緒
方　

寛
⑹　

坂
田
義
宏
⑹　

中
島
惇
史
⑹　

　

戸
田
佳
秀
⑺　

倉
田
英
之（
本
部
）

５
年
表
彰

　

�

金
子
昌
樹
⑵　

坂
田
将
和
⑵　

坂
木
啓
司
⑵　

　

林
田
拓
也
⑶　

志
内
俊
博
⑶　

山
本
心
太
⑶　

　

緒
方
潤
一
⑹　

松
浦
伸
興
⑹　

吉
田　

巧
⑺　

　

井
上
綾
真
⑻
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図書室からのお知らせ
・開催中…………絵本五・七・五の募集と展示・ ブックツリーの展示と紹介
・おはなし会……第３水曜日　午前 11 時から開催

新着図書・おすすめ図書のご紹介

お問い合わせ・リクエストはカウンターまたは下記にてお待ちしております。
西原村生涯学習センター　図書室　　〒 861-2402　西原村大字小森 3256　☎ 279-4425

　子どもにめぐまれず悶々とした
日々を送る紗英、子育て中の奈津
子。誰よりも気の合う二人を襲っ
た事件とは ?『罪の余白』で第３
回野性時代フロンティア文学賞を
受賞、気鋭の第２作。

悪いものが、来ませんように
 　　芦沢　央（著）

　空手部の大会出場を応援する校内のポス
ターが何者かによって破られた。しかも掲
載された主将・結成の写真を狙っての犯行。
目撃者の証言では、犯人は結成本人だとい
う。その場に居たはずもなく、犯行に全く
身に覚えがない結成は、目撃証言の特徴か
らある人物が真犯人だと気がつくが―――。

拝啓 17 歳の私　　　 蓮見 恭子（著）

　ほんとうに持続する整理、収納の力を身
につけるために、与えられた住空間をバラ
ンスよく住みこなしていらっしゃる方々に、
そのコツや工夫をうかがい、収納のようす
を写した写真とともにまとめたものです。

シンプルライフをめざす
整理 収納 インテリア

婦人之友編集部（編）

＊＊おはなし会＊＊
今月は２月 19 日（水）午前 11 時から

西
原
中
学
校
校
舎
　
装
い
も
新
た
に
！

　

築
30
年
以
上
を
経
過
し
た
西
原
中

学
校
校
舎
に
つ
い
て
、
昨
年
６
月
か

ら
始
ま
っ
た
大
規
模
改
修
事
業
が
、

当
初
予
定
通
り
の
１
月
に
無
事
に
竣

工
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
で
、
主
な
改
修
等
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
装
の
床
及
び
壁
等
に
は
、
で
き

る
か
ぎ
り
木
材
を
使
用
し
、
ぬ
く
も

り
の
あ
る
空
間
と
な
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
外
壁
の
劣
化
部
分
の
補
修
・
補
強

・
外
壁
面
の
塗
装

・
２
階
部
分
屋
上
の
防
水

・�

屋
内
の
床
張
替
、
天
井
等
の
補
修
・
塗
装

・
全
照
明
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
全
教
室
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置

・�

ト
イ
レ
の
ド
ラ
イ
化
と
一
部
洋
便
器

（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
）へ
の
取
替

・
職
員
室
・
校
長
室
等
の
改
修
な
ど

　

こ
れ
か
ら
新
た
に
歴
史
の
１
ペ
ー

ジ
を
刻
み
だ
す
『
新
西
原
中
学
校
校

舎
』
に
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
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？

　おにはうち、ふくはそと。・・・
あれ、なんだかおかしいな。さあ、
よろこんだのは、あかおにとあ
おおにです。あっちのいえでも、
こっちのいえでも、だいきらい
な「まめ」をなげられ、にげまわっ
ていたので「しめた！」とばかり、
にひきのおにはそのいえにとび
こみました・・・

おにはうち　ふくはそと
西本鶏介（著）

▶�

木
の
ぬ
く
も
り
を

　

感
じ
さ
せ
る
廊
下

▲

広
く
な
っ
た
職
員
室
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申告に関する大切なお知らせ
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の算定および低所得者（世帯）に
おける軽減判定のための所得申告

国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険・国民年金の保険料（税）は申告において
所得控除の対象になります

　各保険料（税）では、前年の収入に基づいて算
定及び軽減判定等をおこなうため、加入者およ
びその世帯の世帯主の方は､ 収入のあるなしに
かかわらず申告をする必要があります。

（所得税や村県民税が非課税の場合や、遺族年
金・障害者年金のみ受給している方、所得が無
い方も所得無し（ゼロ円）の申告が必要です。）
　未申告のままですと収入における所得額が不
明のため、所得に応じた算定ができず、また一
定所得以下の世帯を対象にした保険料（税）の
低所得者（世帯）に対する減額制度が受けられ
ないなどの不都合が生じる場合があります。

　毎年確定申告期間（2 月 17 日～ 3 月 17 日）に、
申告会場にて受付しておりますので、必ず所得
の申告をお願いします。また、確定申告期間以
外の時期でも申告ができる場合もありますので、
税務課へご相談ください。（住民税申告のみ）
　なお、高額療養費の支給申請や､ 入院時食事
療養費の減額認定、介護サービス負担額等も
所得により限度額が判定され、未申告の場合は
一定以上の高所得者と同様の認定となります。
よって収入の多少にかかわらず所得の申告をお
願いいたします。
※�ただし公的年金受給者や、勤務先より給与支払

報告書が村に提出され、それ以外に収入が無い
方は、あらためて申告をする必要はありません。

　国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保
険および国民年金の各保険料（税）は、支払っ
た全額が年末調整・確定申告の際に社会保険料
として所得控除の対象になります。平成 25 年
1 月から 12 月までに納めた保険料（税）を領収
書や口座振替納付されている通帳、公的年金源
泉徴収票などで確認のうえ、確定申告の際に忘
れずに所得控除額として申告してください。
　なお、過年度未納分を納付されました方も控
除の対象となります。すでに年末調整をされて
いる方でも、各保険料（税）を控除として提出
されてない場合は、確定申告により控除が受け
られます。
※�年金天引き納付（特別徴収）をされている方

について
　通常は、ご自分の保険料（税）のほかに、生
計を共にする配偶者や、親族の保険料（税）を

支払った場合にも控除対象となりますが、年金
からの天引き納付の方においての社会保険料控
除は、天引き納付された方自身についてのみ社
会保険料控除が適用されます。これにより家族
の所得申告の社会保険料控除として控除するこ
とはできませんのでご注意ください。
○�役場以外にて確定申告・住民税申告をされる

方につきましては、公的年金源泉徴収票の添
付（年金天引き納付の方は、源泉徴収票に納
付額が記載されております）、もしくは上記各
保険料（税）の納付証明書を役場各担当課窓
口にて申請され、その証明書を申告書に添付
してください。

○�国民年金保険料の納付の詳細については、年
金事務所へお問い合わせください。

お問い合わせ先
申告・社会保険料控除について	 役場税務課住民税係　☎279-4395
国民健康保険税について	 役場税務課国保税係　☎279-4395
後期高齢者保険料について	 役場住民課後期高齢者医療係　☎279-3113
介護保険料について	 役場住民課介護保険係　☎279-4397
国民年金保険料について	 熊 本 東年金事務所　☎096-367-8144
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　本村では、混雑を避けるため、地区ごとに日割りをさせていただきました。
　指定日以外に受付をされる場合、その日の指定日の方が優先となります。順番が変わることが
ありますので、あらかじめご了承ください。
　また、都合により指定日に申告出来ない方は、３月 17 日（月）までに必ず申告していただき
ますようお願いします。
※ 申告には所得の内容がわかる方がお越しください。

　確定申告が必要な方で、期限までに申告をされなかったり、申告期限を過ぎてから申告したり
すると、加算税や延滞税を納めなければならないことになります。
　また、申告されなかった方は、平成 25年分の所得関係の税務証明ができない上、国民健康保険
税の減額制度等も受けられませんのでご注意ください。　

所得税の確定申告をしなければならない方
① �昨年中の所得合計額から基礎控除、配偶者控除、扶養控除などの所得控除を差引き、その金額を
基として計算した税額が、配当控除額と年末調整の住宅借入金等特別控除額の合計額を超える方。
② �サラリーマンで、給与の年収が２千万円を超える方、給与所得や退職所得以外の各種所得金額
の合計額が 20 万円を超える方。
③ 二ヶ所以上から給与を受けている方で、年末調整をしていない方。

　税務署における平成 25 年分の贈与税の相談および申告の受付は、土日祝日を除く２月３日（月）
から３月 17 日（月）までです。
　個人事業者の方の消費税および地方消費税の申告と納付の期限は、３月 31 日（月）までです。

所得税の確定申告は自分で作成してお早めに
　申告期限は３月 17 日（月）までですが、期限間近になりますと税務署の窓口は大変混雑し、
長時間お待ちいただくことにもなりかねません。
　確定申告書は、昨年一年間の所得額と税額を正しく計算して記載し、早めに申告と納税を行い
ましょう。確定申告書の提出は郵送やインターネットを利用してイータックスで行うこともでき
ます。
　また、事業所得、不動産所得または山林所得のある白色申告者の方は、確定申告に「収支内訳書」
を添付することが義務付けられていますのでご注意ください。
◇ �所得税の申告が済まれた方、および収入が給与のみで前年末に年末調整がお済の方は、住民税
の申告は不要です。
◇ 住民税は所得の多少にかかわらず申告する必要があります。
◇ �国税庁のホームページに、税の申告等について詳しく掲載されています。また、イータックス
を利用した申告や申告書作成もできますのでご利用ください。
※ �イータックスのご利用には、住基カードの交付を受けていること等が必要です。詳しくは、国
税庁ホームページでご確認ください。

国税庁ＨＰアドレス　http://www.nta.go.jp

確定申告相談期間：２月 17 日（月）～３月 17 日（月）まで
消費税申告相談期間：２月 17 日（月）～３月 31 日（月）まで

確定申告がはじまります

平成25年分の所得税・贈与税の確定申告と納税、および
住民税の申告が始まります。
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確定申告に準備するもの

■ 印鑑（認印で可）
■ 給与所得者の方
　源泉徴収票
　�（日稼ぎの方及び中途退職者の方は事業所
より源泉徴収票をもらってきてください）

■ 年金受給者の方
　公的年金等の源泉徴収票
■ 事業所得者の方
　収支計算書
　収入及び経費の伝票
　通帳・出荷証明書など
　�（収入支出の明細がハッキリしたもの、免税
肉用牛については売却証明書の添付が必要）

■ 生命保険などで満期受取金があった方
　受領金額、支払金額がわかる資料
■昨年農機具などを購入された方
　�契約書など購入金額、下取り金額が判明で
きるもの

■ 社会保険料の控除を受けられる方
　（任意継続社会保険加入者など）
　�社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
や昨年中に払い込まれた領収書

■ �生命保険・個人年金・地震保険・長期損
害保険の控除証明書
　（農協・郵便局・民間保険会社など）
■ 医療費控除を受けられる方
　�医療費の領収書及び、医療費の明細書に記
入したもの
　高額医療、受取共済金または保険金などの書類
　�（以上の書類を整理してお持ちください。
明細書の封筒は役場税務課にあります。）

■ �初めて住宅借入金などの特別控除を受け
られる方
　源泉徴収票
　�売買契約書又は工事請負契約書（収入印紙
が貼ってあるもの）
　土地家屋登記簿謄本
　借入金の年末残高証明
　住民票（３ヶ月以内）
　還付申請者名義の預貯金通帳
■ 農業者年金掛金証明書

【問い合わせ先】
役場税務課　☎ 096-279-3111（内線 111・112）
阿蘇税務署　☎ 0967-22-0551

期　日 午　前 午　後
2月17日（月） 年金のみ 万徳

2月18日（火） 万徳　　 八景台・馬場・小園

2月19日（水） 古閑・上鳥子 袴野・小森の里

2月20日（木） 出の口（上・小牧組） 出の口　（中組）　　

2月21日（金） 地区指定なし　（税理士による無料相談）

2月24日（月） 前鶴・瓜生迫 医王寺・小野　

2月25日（火） 田中・下古閑 門出

2月26日（水） 宮山（東・宮の山組） 宮山（中・西組）　

2月27日（木） 星田・滝 多々良・大峯・玉の迫

2月28日（金） 地区指定なし 地区指定なし

3月  3日（月） 日向・緑ヶ丘南 葛目・美晴台・風当

3月  4日（火） 下小森（高瀬・
小東・西の前組）

下小森（宮の上・
中村・上馬場組）　

3月  5日（水） 桑鶴・大切畑 畑・化粧塚・新所

3月  6日（木） 猿帰・灰床 高遊（中）・
コモンビレッジ

3月  7日（金） 地区指定なし 地区指定なし

3月10日（月） 高遊（東・西）・
西原台 緑ヶ丘・河原団地

3月11日（火） 地区未加入者 秋田・土林

3月12日（水） 上布田 下布田

3月13日（木） 星ヶ丘・名ヶ迫 北向・新屋敷

3月14日（金） 地区指定なし 地区指定なし

３月17日（月） 地区指定なし
※ �2 月 21日（金）は、税理士による無料相談を行いますので、贈与

税や消費税など所得税以外の申告がある方や、株・FX 取引等投
資関係の申告につきましては、この日に申告されることをお勧め
します。（住宅取得控除がある方も対象）

　�　また、２月23日と３月２日の日曜日（午前９時～午後４時）も
熊本東税務署、熊本西税務署において申告相談業務が行われます。

※�地区割当日に申告に来れない方は別の日に申告することも出来ま
すが、割当地区の方を優先しますので、その点はご了承願います。

平成26年確定申告

地区日程表
【会　　場】西原村役場２階　大会議室
【受付時間】8：30 〜 11：00　13：00 〜 16：00
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阿蘇税務署からのお知らせ

使って実感！ネットで申告「ｅ－Ｔａｘ」

利用可能な手続

利用可能な手続

○ 申告　・・・・・・・　所得税、贈与税、法人税、消費税、酒税及び印紙税
○ 納税　・・・・・・・　全ての国税
○ 申請・届出等　・・・　納税証明書の交付請求、各種法定調書、各種異動届出書など

○ 申告　・・・・・・・　所得税、贈与税、法人税、消費税、酒税及び印紙税
○ 納税　・・・・・・・　全ての国税
○ 申請・届出等　・・・　納税証明書の交付請求、各種法定調書、各種異動届出書など

○ 電子証明書等の準備 
※ 電子証明書がＩＣカードに格納されている場合は、ＩＣカードリーダライタが必要です。

○ 利用者識別番号等の取得 
※ ｅ－Ｔａｘホームページからオンラインで開始届出書を提出すれば、即時に発行（通知）されます。

○ ｅ－Ｔａｘソフトやｅ－Ｔａｘソフト（ＷＥＢ版）等から電子証明書等を登録（初期登録）
※ｅ－Ｔａｘソフトは、ｅ－Ｔａｘホームページから無償でダウンロードできます。
※�ｅ－Ｔａｘソフト（ＷＥＢ版）は、ｅ－Ｔａｘソフトのダウンロードやパソコンへのインストールをせず、Web 上

での入力により、ｅ－Ｔａｘでの申請や帳票表示ができます。

　利用開始の手続、受付時間、パソコンの環境、ｅ－Ｔａｘソフトの操作方法、よくある質問など、
ｅ－Ｔａｘに関する最新の情報についてお知らせしていますので、ご利用前にご確認ください。

　利用開始の手続、受付時間、パソコンの環境、ｅ－Ｔａｘソフトの操作方法、よくある質問など、
ｅ－Ｔａｘに関する最新の情報についてお知らせしていますので、ご利用前にご確認ください。

ｅ－Ｔａｘを利用するには

詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。
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国税庁ホームページで確定申告書等作成コーナーを提供しています

確定申告に関するご相談は確定申告電話相談センター「０」番へ！

 熊本城マラソン2014（第３回大会）が開催されます！

　国税庁のホームページ（www.nta.go.jp）に掲載している「確定申告書等作成コーナー」では、画
面案内に従って金額等を入力することにより、所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・
贈与税の確定申告書等を作成することができます。
　確定申告書等作成コーナーを利用すれば、電子申告（ｅ－Ｔａｘ）により確定申告等を行うことがで
きます。
　また、作成した確定申告書等は印刷して税務署へ郵送等により提出することができます。　
　なお、電子申告（ｅ－Ｔａｘ）を利用して所得税の確定申告をされると、
①�　医療費の領収書や源泉徴収票等の提出又は提示に代えて、その記載内容を入力して送信すること

ができます（申告期限から５年間は、税務署長の要求に対し提出又は提示義務があります。）。
②�　電子申告を利用して申告された還付申告は早期処理しています（おおむね３週間程度）。
　　詳細はｅ－Ｔａｘホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。
　�　なお、ｅ－Ｔａｘの利用開始のための手続、ｅ－Ｔａｘソフト、確定申告書等作成コーナー及びその

利用のためのパソコン操作などに関する問い合わせに電話で対応する専門窓口（税務相談等を除く。）
を設置しております。

ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク　☎ ０５７０－０１－５９０１
　　阿蘇税務署（☎ ０９６７－２２－０５５１）※自動音声案内

　熊本国税局では平成 26 年１月 20 日（月）から平成 26 年３月 17 日（月）までの期間、「確定申告
電話相談センター」を開設し、所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の確定申
告に関するご相談等に電話でお答えしております。
　阿蘇税務署の代表電話におかけいただくと、自動音声案内によりご案内しますので、「０」番を選択
し、用件をお話ください。申告会場や受付時間などの問い合わせにはオペレーターがお答えするほか、
問い合わせの内容等により、電話を転送し、職員等がお答えいたします。
　なお、時間帯によっては、電話がつながりにくい場合や少々お待ちいただく場合がありますので、
あらかじめご了承いただくようお願いいたします。

　　　阿蘇税務署（☎ ０９６７－２２－０５５１）※自動音声案内

　２月 16 日（日）、熊本市内において「熊本城マラソン 2014」が開催されます。
　当日は、長時間にわたり大規模な交通規制を行いますので、マラソンコース沿
線以外の通行可能な道路においても、大幅な渋滞が予想されます。大変ご迷惑
をおかけしますが、県内外から多くのランナーが参加される「熊本城マラソン
2014」の開催に、温かいご理解とご協力をお願いします。
　交通規制についての詳細は、「熊本城マラソンホームページ」をご確認ください。
　（http://kumamotojyo-marathon.jp/）
※郵便物や宅配便などが遅れて届くことも予想されます。

熊本城マラソン実行委員会事務局　☎ 096-328-2373
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歩
け
る
可
能
性
「
１
％
」

　
事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
２
０
０
１
年
３
月
、

熊
本
に
来
て
10
年
目
の
こ
と
で
し
た
。
番
組
の

取
材
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
中
、
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
墜
落
、
第
３
腰
椎
を
粉

砕
骨
折
し
脊
髄
を
損
傷
し
ま
し
た
。
事
故
の
瞬

間
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
音
や
感
覚

が
あ
り
、
救
急
車
で
病
院
に
向
か
っ
て
い
る
と

き
は
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
手
術
後
は
腰
か
ら
下
の
感
覚
が
全
く
な
く
、

医
師
か
ら
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は

１
％
あ
る
か
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
歩
け
な
く

な
る
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
師

の
「
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
歩
け
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
は
０
で
は
な
い
。
１
％
を
大
き
く

す
る
の
も
小
さ
く
す
る
の
も
あ
な
た
次
第
で

す
」
と
い
う
言
葉
の
お
か
げ
で
、
１
％
の
可
能

性
を
信
じ
て
諦
め
ず
に
向
き
合
お
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る

た
め
の
精
神
的
な
土
台
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
寝
返
り
を
う
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
一
晩
に

30
回
も
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。そ
ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り
、「
痛
い
」

「
つ
ら
い
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
ず
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
舞
い
に
来

て
く
れ
た
友
人
に
「
こ
ん
な
両
足
な
ら
事
故
で

無
く
な
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
ま
で
言
っ
た
そ
う

で
す
。

　　
そ
ん
な
と
き
、
父
か
ら
電
話
で
「
痛
い
、
つ

ら
い
と
人
前
で
言
う
な
。
周
り
の
人
間
も
苦
し

い
し
、
つ
ら
い
ん
だ
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
つ
ら
い

の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
気
付
か
さ
れ
、
も

う
二
度
と
弱
音
を
吐
か
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
気

で
怒
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
強
い
絆
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
家
族
だ
け
で
な
く
、
毎
日
多
く
の
友
人
も
見

舞
い
に
来
て
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
故
に

遭
う
ま
で
、「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
頑
張
っ

て
い
る
人
に
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
使

う
の
を
避
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
友
人
た

ち
は
「
頑
張
れ
」
の
言
葉
と
共
に
、「
神
様
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
を
人
に
は
与
え
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
自
分
が
言
わ
れ
る
立
場
に
な
っ

て
初
め
て
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
言
葉
は
相
手

に
伝
わ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
が
不
安
定
な
と
き
ほ
ど
、
人
を
信
頼

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
合
う
こ
と
で
不
安
が
解

消
さ
れ
、信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。大
切
な
こ
と
は
相
手
を
信
じ
、気
持
ち
を
込

め
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　「
事
故
を
受
け
て
失
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な

い
」
今
は
そ
れ
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
体
の
機

能
の
一
部
は
失
い
ま
し
た
が
、
逆
に
多
く
の
こ

と
を
得
ま
し
た
。
医
師
の
言
葉
、
父
の
厳
し
さ

の
内
に
あ
る
優
し
さ
、
友
人
か
ら
の
励
ま
し
。

１
％
の
奇
跡
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
で
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
熊
本
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
番

組
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
験
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
な
り
の
恩
返
し
で
あ
り
、
生
き
が
い
な

の
で
す
。

木村さんはインタビューの中で「相手
を信じることが大事」だと話しまし

た。私たちは多くの人とのつながりの中で
生きています。そして、人と人が信じ合う
ことでそこに絆が生まれ、さまざまな場面
で大きな支えとなってくれるはずです。
　この特集がつながりを見つめ直し、新た
な絆を生むきっかけになることを願ってい
ます。

信じることで生まれる絆熊 本 県 広 報 協 会
合   同 特   集

さ
ん

熊本県精神保健福祉センター

山口喜
き く お

久雄　所長　

木
村 

和
也

◎ Profile
昭和 44 年東京都国立市生ま
れ。平成 3年熊本放送（ＲＫ
Ｋ）入社。以後、アナウンサー
として活躍中。番組取材中
に事故に遭い、入院時の心
の葛藤を記した自身の日記
『再起可能』を書籍化。現在
は精力的に講演活動を展開
し、自身の体験を伝えている。

　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
自
殺
と
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
か
け
見
守
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
、
う
つ
な
ど
の
症

状
の
多
く
は
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

ま
す
が
、
周
囲
で
こ
れ
に
気
付
く

人
が
少
な
く
、
本
人
も
支
え
を
求

め
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
家
族

の
理
解
や
同
じ
境
遇
の
仲
間
、
安

心
し
て
話
せ
る
人
と
の
出
会
い
な

ど
、「
心
の
健
康
」
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
。
ど
こ
か
へ
相
談

し
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
次
の
一
歩
へ
踏
み
出
せ
る
の

で
す
。

の
と
人
は
に
』
康
健
の
心
『「

」
す
で
切
大
が
絆

事
大
が
と
こ
る
じ
信
を
葉
言
の
手
相

ａ
ｒ
ｕ
ｍ
ｉ
Ｋ
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信じることで生まれる絆
熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa

tion 合 同
特 集

　
県
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
心

の
健
康
」
や
「
う
つ
病
」
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
病
」
は
、
仕

事
や
環
境
の
変
化
な
ど
、
生
活
上
の
ス
ト
レ

ス
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
な
ど
の
「
心
の
病
」
は
決
し
て
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
は
ず
み
で

あ
な
た
に
も
、あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
か
か

り
う
る
病
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
中
に
は
他
者
と
の
交
流
が
で

き
ず
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
人
も
い
ま

す
。
内
閣
府
の
調
査
（
平
成
22
年
）
に
よ
る
と
、

全
国
に
は
約
69
万
６
千
人
の
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
現
在
約

９
千
人
の
若
者
が
、
そ
の
状
態
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
そ
う
な
と
き
に

大
切
な
も
の
、
そ
の
一
つ
が
人
と
の
「
つ
な

が
り
」
で
す
。
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、

あ
な
た
の
大
切
な
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
「
助

け
て
」
と
い
う
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声

を
か
け
て
、
話
を
聴
い
た
り
、
寄
り
添
っ
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
あ
れ
、
い
つ
も
と
違
う
な
」「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、
そ
の
気
付
き
が
あ
な
た
や
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
は
悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
サ
イ
ン

を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
悩
ん
で
い
る
人

は
も
う
一
度
周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
な
が
り
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
の
は
「
つ
な
が
り
」

あなたは一人で悩みを抱えていませんか？大切な人がつらい思
いをして苦しんではいませんか？つらいときや、環境の変化が
あったとき、心のバランスを失ってしまうことも少なくありま
せん。そんなときこそ、大切なものがあるのではないでしょうか。

崩
れ
や
す
い
心
の
バ
ラ
ン
ス
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※平成 24 年度は熊本市に
「こころの健康センター」
が設置されたため、県との
合計数を表記。

22年度 23年度 24年度（※）

熊本県精神保健福祉センターなどに寄せられた相談件数

6,674 件 6,407 件

9,283 件

熊本県精神保健福祉センター
☎︎０９６（３８６）１１６６

【こころの健康相談】

歩
け
る
可
能
性
「
１
％
」

　
事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
２
０
０
１
年
３
月
、

熊
本
に
来
て
10
年
目
の
こ
と
で
し
た
。
番
組
の

取
材
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
中
、
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
墜
落
、
第
３
腰
椎
を
粉

砕
骨
折
し
脊
髄
を
損
傷
し
ま
し
た
。
事
故
の
瞬

間
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
音
や
感
覚

が
あ
り
、
救
急
車
で
病
院
に
向
か
っ
て
い
る
と

き
は
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
手
術
後
は
腰
か
ら
下
の
感
覚
が
全
く
な
く
、

医
師
か
ら
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は

１
％
あ
る
か
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
歩
け
な
く

な
る
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
師

の
「
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
歩
け
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
は
０
で
は
な
い
。
１
％
を
大
き
く

す
る
の
も
小
さ
く
す
る
の
も
あ
な
た
次
第
で

す
」
と
い
う
言
葉
の
お
か
げ
で
、
１
％
の
可
能

性
を
信
じ
て
諦
め
ず
に
向
き
合
お
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る

た
め
の
精
神
的
な
土
台
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
寝
返
り
を
う
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
一
晩
に

30
回
も
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。そ
ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り
、「
痛
い
」

「
つ
ら
い
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
ず
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
舞
い
に
来

て
く
れ
た
友
人
に
「
こ
ん
な
両
足
な
ら
事
故
で

無
く
な
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
ま
で
言
っ
た
そ
う

で
す
。

　　
そ
ん
な
と
き
、
父
か
ら
電
話
で
「
痛
い
、
つ

ら
い
と
人
前
で
言
う
な
。
周
り
の
人
間
も
苦
し

い
し
、
つ
ら
い
ん
だ
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
つ
ら
い

の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
気
付
か
さ
れ
、
も

う
二
度
と
弱
音
を
吐
か
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
気

で
怒
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
強
い
絆
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
家
族
だ
け
で
な
く
、
毎
日
多
く
の
友
人
も
見

舞
い
に
来
て
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
故
に

遭
う
ま
で
、「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
頑
張
っ

て
い
る
人
に
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
使

う
の
を
避
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
友
人
た

ち
は
「
頑
張
れ
」
の
言
葉
と
共
に
、「
神
様
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
を
人
に
は
与
え
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
自
分
が
言
わ
れ
る
立
場
に
な
っ

て
初
め
て
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
言
葉
は
相
手

に
伝
わ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
が
不
安
定
な
と
き
ほ
ど
、
人
を
信
頼

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
合
う
こ
と
で
不
安
が
解

消
さ
れ
、信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。大
切
な
こ
と
は
相
手
を
信
じ
、気
持
ち
を
込

め
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　「
事
故
を
受
け
て
失
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な

い
」
今
は
そ
れ
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
体
の
機

能
の
一
部
は
失
い
ま
し
た
が
、
逆
に
多
く
の
こ

と
を
得
ま
し
た
。
医
師
の
言
葉
、
父
の
厳
し
さ

の
内
に
あ
る
優
し
さ
、
友
人
か
ら
の
励
ま
し
。

１
％
の
奇
跡
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
で
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
熊
本
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
番

組
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
験
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
な
り
の
恩
返
し
で
あ
り
、
生
き
が
い
な

の
で
す
。

木村さんはインタビューの中で「相手
を信じることが大事」だと話しまし

た。私たちは多くの人とのつながりの中で
生きています。そして、人と人が信じ合う
ことでそこに絆が生まれ、さまざまな場面
で大きな支えとなってくれるはずです。
　この特集がつながりを見つめ直し、新た
な絆を生むきっかけになることを願ってい
ます。
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合   同 特   集

さ
ん

熊本県精神保健福祉センター

山口喜
き く お

久雄　所長　

木
村 

和
也

◎ Profile
昭和 44 年東京都国立市生ま
れ。平成 3年熊本放送（ＲＫ
Ｋ）入社。以後、アナウンサー
として活躍中。番組取材中
に事故に遭い、入院時の心
の葛藤を記した自身の日記
『再起可能』を書籍化。現在
は精力的に講演活動を展開
し、自身の体験を伝えている。

　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
自
殺
と
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
か
け
見
守
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
、
う
つ
な
ど
の
症

状
の
多
く
は
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

ま
す
が
、
周
囲
で
こ
れ
に
気
付
く

人
が
少
な
く
、
本
人
も
支
え
を
求

め
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
家
族

の
理
解
や
同
じ
境
遇
の
仲
間
、
安

心
し
て
話
せ
る
人
と
の
出
会
い
な

ど
、「
心
の
健
康
」
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
。
ど
こ
か
へ
相
談

し
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
次
の
一
歩
へ
踏
み
出
せ
る
の

で
す
。

の
と
人
は
に
』
康
健
の
心
『「

」
す
で
切
大
が
絆

事
大
が
と
こ
る
じ
信
を
葉
言
の
手
相
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信じることで生まれる絆
熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa

tion 合 同
特 集

　
県
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
心

の
健
康
」
や
「
う
つ
病
」
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
病
」
は
、
仕

事
や
環
境
の
変
化
な
ど
、
生
活
上
の
ス
ト
レ

ス
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
な
ど
の
「
心
の
病
」
は
決
し
て
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
は
ず
み
で

あ
な
た
に
も
、あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
か
か

り
う
る
病
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
中
に
は
他
者
と
の
交
流
が
で

き
ず
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
人
も
い
ま

す
。
内
閣
府
の
調
査
（
平
成
22
年
）
に
よ
る
と
、

全
国
に
は
約
69
万
６
千
人
の
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
現
在
約

９
千
人
の
若
者
が
、
そ
の
状
態
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
そ
う
な
と
き
に

大
切
な
も
の
、
そ
の
一
つ
が
人
と
の
「
つ
な

が
り
」
で
す
。
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、

あ
な
た
の
大
切
な
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
「
助

け
て
」
と
い
う
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声

を
か
け
て
、
話
を
聴
い
た
り
、
寄
り
添
っ
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
あ
れ
、
い
つ
も
と
違
う
な
」「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、
そ
の
気
付
き
が
あ
な
た
や
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
は
悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
サ
イ
ン

を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
悩
ん
で
い
る
人

は
も
う
一
度
周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
な
が
り
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
の
は
「
つ
な
が
り
」

あなたは一人で悩みを抱えていませんか？大切な人がつらい思
いをして苦しんではいませんか？つらいときや、環境の変化が
あったとき、心のバランスを失ってしまうことも少なくありま
せん。そんなときこそ、大切なものがあるのではないでしょうか。

崩
れ
や
す
い
心
の
バ
ラ
ン
ス
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※平成 24 年度は熊本市に
「こころの健康センター」
が設置されたため、県との
合計数を表記。

22年度 23年度 24年度（※）

熊本県精神保健福祉センターなどに寄せられた相談件数

6,674 件 6,407 件

9,283 件

熊本県精神保健福祉センター
☎︎０９６（３８６）１１６６

【こころの健康相談】

歩
け
る
可
能
性
「
１
％
」

　
事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
２
０
０
１
年
３
月
、

熊
本
に
来
て
10
年
目
の
こ
と
で
し
た
。
番
組
の

取
材
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
中
、
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
墜
落
、
第
３
腰
椎
を
粉

砕
骨
折
し
脊
髄
を
損
傷
し
ま
し
た
。
事
故
の
瞬

間
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
音
や
感
覚

が
あ
り
、
救
急
車
で
病
院
に
向
か
っ
て
い
る
と

き
は
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
手
術
後
は
腰
か
ら
下
の
感
覚
が
全
く
な
く
、

医
師
か
ら
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は

１
％
あ
る
か
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
歩
け
な
く

な
る
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
師

の
「
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
歩
け
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
は
０
で
は
な
い
。
１
％
を
大
き
く

す
る
の
も
小
さ
く
す
る
の
も
あ
な
た
次
第
で

す
」
と
い
う
言
葉
の
お
か
げ
で
、
１
％
の
可
能

性
を
信
じ
て
諦
め
ず
に
向
き
合
お
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る

た
め
の
精
神
的
な
土
台
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
寝
返
り
を
う
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
一
晩
に

30
回
も
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。そ
ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り
、「
痛
い
」

「
つ
ら
い
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
ず
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
舞
い
に
来

て
く
れ
た
友
人
に
「
こ
ん
な
両
足
な
ら
事
故
で

無
く
な
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
ま
で
言
っ
た
そ
う

で
す
。

　　
そ
ん
な
と
き
、
父
か
ら
電
話
で
「
痛
い
、
つ

ら
い
と
人
前
で
言
う
な
。
周
り
の
人
間
も
苦
し

い
し
、
つ
ら
い
ん
だ
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
つ
ら
い

の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
気
付
か
さ
れ
、
も

う
二
度
と
弱
音
を
吐
か
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
気

で
怒
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
強
い
絆
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
家
族
だ
け
で
な
く
、
毎
日
多
く
の
友
人
も
見

舞
い
に
来
て
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
故
に

遭
う
ま
で
、「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
頑
張
っ

て
い
る
人
に
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
使

う
の
を
避
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
友
人
た

ち
は
「
頑
張
れ
」
の
言
葉
と
共
に
、「
神
様
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
を
人
に
は
与
え
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
自
分
が
言
わ
れ
る
立
場
に
な
っ

て
初
め
て
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
言
葉
は
相
手

に
伝
わ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
が
不
安
定
な
と
き
ほ
ど
、
人
を
信
頼

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
合
う
こ
と
で
不
安
が
解

消
さ
れ
、信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。大
切
な
こ
と
は
相
手
を
信
じ
、気
持
ち
を
込

め
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　「
事
故
を
受
け
て
失
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な

い
」
今
は
そ
れ
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
体
の
機

能
の
一
部
は
失
い
ま
し
た
が
、
逆
に
多
く
の
こ

と
を
得
ま
し
た
。
医
師
の
言
葉
、
父
の
厳
し
さ

の
内
に
あ
る
優
し
さ
、
友
人
か
ら
の
励
ま
し
。

１
％
の
奇
跡
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
で
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
熊
本
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
番

組
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
験
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
な
り
の
恩
返
し
で
あ
り
、
生
き
が
い
な

の
で
す
。

木村さんはインタビューの中で「相手
を信じることが大事」だと話しまし

た。私たちは多くの人とのつながりの中で
生きています。そして、人と人が信じ合う
ことでそこに絆が生まれ、さまざまな場面
で大きな支えとなってくれるはずです。
　この特集がつながりを見つめ直し、新た
な絆を生むきっかけになることを願ってい
ます。

信じることで生まれる絆熊 本 県 広 報 協 会
合   同 特   集

さ
ん

熊本県精神保健福祉センター

山口喜
き く お

久雄　所長　

木
村 

和
也

◎ Profile
昭和 44 年東京都国立市生ま
れ。平成 3年熊本放送（ＲＫ
Ｋ）入社。以後、アナウンサー
として活躍中。番組取材中
に事故に遭い、入院時の心
の葛藤を記した自身の日記
『再起可能』を書籍化。現在
は精力的に講演活動を展開
し、自身の体験を伝えている。

　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
自
殺
と
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
か
け
見
守
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
、
う
つ
な
ど
の
症

状
の
多
く
は
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

ま
す
が
、
周
囲
で
こ
れ
に
気
付
く

人
が
少
な
く
、
本
人
も
支
え
を
求

め
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
家
族

の
理
解
や
同
じ
境
遇
の
仲
間
、
安

心
し
て
話
せ
る
人
と
の
出
会
い
な

ど
、「
心
の
健
康
」
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
。
ど
こ
か
へ
相
談

し
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
次
の
一
歩
へ
踏
み
出
せ
る
の

で
す
。

の
と
人
は
に
』
康
健
の
心
『「

」
す
で
切
大
が
絆

事
大
が
と
こ
る
じ
信
を
葉
言
の
手
相
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県
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
心

の
健
康
」
や
「
う
つ
病
」
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
病
」
は
、
仕

事
や
環
境
の
変
化
な
ど
、
生
活
上
の
ス
ト
レ

ス
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
な
ど
の
「
心
の
病
」
は
決
し
て
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
は
ず
み
で

あ
な
た
に
も
、あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
か
か

り
う
る
病
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
中
に
は
他
者
と
の
交
流
が
で

き
ず
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
人
も
い
ま

す
。
内
閣
府
の
調
査
（
平
成
22
年
）
に
よ
る
と
、

全
国
に
は
約
69
万
６
千
人
の
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
現
在
約

９
千
人
の
若
者
が
、
そ
の
状
態
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
そ
う
な
と
き
に

大
切
な
も
の
、
そ
の
一
つ
が
人
と
の
「
つ
な

が
り
」
で
す
。
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、

あ
な
た
の
大
切
な
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
「
助

け
て
」
と
い
う
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声

を
か
け
て
、
話
を
聴
い
た
り
、
寄
り
添
っ
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
あ
れ
、
い
つ
も
と
違
う
な
」「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、
そ
の
気
付
き
が
あ
な
た
や
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
は
悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
サ
イ
ン

を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
悩
ん
で
い
る
人

は
も
う
一
度
周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
な
が
り
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
の
は
「
つ
な
が
り
」

あなたは一人で悩みを抱えていませんか？大切な人がつらい思
いをして苦しんではいませんか？つらいときや、環境の変化が
あったとき、心のバランスを失ってしまうことも少なくありま
せん。そんなときこそ、大切なものがあるのではないでしょうか。

崩
れ
や
す
い
心
の
バ
ラ
ン
ス
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※平成 24 年度は熊本市に
「こころの健康センター」
が設置されたため、県との
合計数を表記。

22年度 23年度 24年度（※）

熊本県精神保健福祉センターなどに寄せられた相談件数

6,674 件 6,407 件

9,283 件

熊本県精神保健福祉センター
☎︎０９６（３８６）１１６６

【こころの健康相談】

信じることで生まれる絆
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歩
け
る
可
能
性
「
１
％
」

　
事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
２
０
０
１
年
３
月
、

熊
本
に
来
て
10
年
目
の
こ
と
で
し
た
。
番
組
の

取
材
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
中
、
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
墜
落
、
第
３
腰
椎
を
粉

砕
骨
折
し
脊
髄
を
損
傷
し
ま
し
た
。
事
故
の
瞬

間
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
音
や
感
覚

が
あ
り
、
救
急
車
で
病
院
に
向
か
っ
て
い
る
と

き
は
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
手
術
後
は
腰
か
ら
下
の
感
覚
が
全
く
な
く
、

医
師
か
ら
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は

１
％
あ
る
か
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
歩
け
な
く

な
る
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
師

の
「
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
歩
け
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
は
０
で
は
な
い
。
１
％
を
大
き
く

す
る
の
も
小
さ
く
す
る
の
も
あ
な
た
次
第
で

す
」
と
い
う
言
葉
の
お
か
げ
で
、
１
％
の
可
能

性
を
信
じ
て
諦
め
ず
に
向
き
合
お
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る

た
め
の
精
神
的
な
土
台
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
寝
返
り
を
う
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
一
晩
に

30
回
も
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。そ
ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り
、「
痛
い
」

「
つ
ら
い
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
ず
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
舞
い
に
来

て
く
れ
た
友
人
に
「
こ
ん
な
両
足
な
ら
事
故
で

無
く
な
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
ま
で
言
っ
た
そ
う

で
す
。

　　
そ
ん
な
と
き
、
父
か
ら
電
話
で
「
痛
い
、
つ

ら
い
と
人
前
で
言
う
な
。
周
り
の
人
間
も
苦
し

い
し
、
つ
ら
い
ん
だ
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
つ
ら
い

の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
気
付
か
さ
れ
、
も

う
二
度
と
弱
音
を
吐
か
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
気

で
怒
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
強
い
絆
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
家
族
だ
け
で
な
く
、
毎
日
多
く
の
友
人
も
見

舞
い
に
来
て
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
故
に

遭
う
ま
で
、「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
頑
張
っ

て
い
る
人
に
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
使

う
の
を
避
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
友
人
た

ち
は
「
頑
張
れ
」
の
言
葉
と
共
に
、「
神
様
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
を
人
に
は
与
え
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
自
分
が
言
わ
れ
る
立
場
に
な
っ

て
初
め
て
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
言
葉
は
相
手

に
伝
わ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
が
不
安
定
な
と
き
ほ
ど
、
人
を
信
頼

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
合
う
こ
と
で
不
安
が
解

消
さ
れ
、信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。大
切
な
こ
と
は
相
手
を
信
じ
、気
持
ち
を
込

め
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　「
事
故
を
受
け
て
失
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な

い
」
今
は
そ
れ
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
体
の
機

能
の
一
部
は
失
い
ま
し
た
が
、
逆
に
多
く
の
こ

と
を
得
ま
し
た
。
医
師
の
言
葉
、
父
の
厳
し
さ

の
内
に
あ
る
優
し
さ
、
友
人
か
ら
の
励
ま
し
。

１
％
の
奇
跡
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
で
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
熊
本
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
番

組
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
験
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
な
り
の
恩
返
し
で
あ
り
、
生
き
が
い
な

の
で
す
。

木村さんはインタビューの中で「相手
を信じることが大事」だと話しまし

た。私たちは多くの人とのつながりの中で
生きています。そして、人と人が信じ合う
ことでそこに絆が生まれ、さまざまな場面
で大きな支えとなってくれるはずです。
　この特集がつながりを見つめ直し、新た
な絆を生むきっかけになることを願ってい
ます。

信じることで生まれる絆熊 本 県 広 報 協 会
合   同 特   集

さ
ん

熊本県精神保健福祉センター

山口喜
き く お

久雄　所長　

木
村 

和
也

◎ Profile
昭和 44 年東京都国立市生ま
れ。平成 3年熊本放送（ＲＫ
Ｋ）入社。以後、アナウンサー
として活躍中。番組取材中
に事故に遭い、入院時の心
の葛藤を記した自身の日記
『再起可能』を書籍化。現在
は精力的に講演活動を展開
し、自身の体験を伝えている。

　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
自
殺
と
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
か
け
見
守
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
、
う
つ
な
ど
の
症

状
の
多
く
は
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

ま
す
が
、
周
囲
で
こ
れ
に
気
付
く

人
が
少
な
く
、
本
人
も
支
え
を
求

め
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
家
族

の
理
解
や
同
じ
境
遇
の
仲
間
、
安

心
し
て
話
せ
る
人
と
の
出
会
い
な

ど
、「
心
の
健
康
」
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
。
ど
こ
か
へ
相
談

し
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
次
の
一
歩
へ
踏
み
出
せ
る
の

で
す
。

の
と
人
は
に
』
康
健
の
心
『「

」
す
で
切
大
が
絆

事
大
が
と
こ
る
じ
信
を
葉
言
の
手
相

ａ
ｒ
ｕ
ｍ
ｉ
Ｋ

 

ａ
ｙ
ｕ
ｚ
ａ
Ｋ

 

信じることで生まれる絆
熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa

tion 合 同
特 集

　
県
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
心

の
健
康
」
や
「
う
つ
病
」
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
病
」
は
、
仕

事
や
環
境
の
変
化
な
ど
、
生
活
上
の
ス
ト
レ

ス
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
な
ど
の
「
心
の
病
」
は
決
し
て
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
は
ず
み
で

あ
な
た
に
も
、あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
か
か

り
う
る
病
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
中
に
は
他
者
と
の
交
流
が
で

き
ず
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
人
も
い
ま

す
。
内
閣
府
の
調
査
（
平
成
22
年
）
に
よ
る
と
、

全
国
に
は
約
69
万
６
千
人
の
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
現
在
約

９
千
人
の
若
者
が
、
そ
の
状
態
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
そ
う
な
と
き
に

大
切
な
も
の
、
そ
の
一
つ
が
人
と
の
「
つ
な

が
り
」
で
す
。
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、

あ
な
た
の
大
切
な
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
「
助

け
て
」
と
い
う
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声

を
か
け
て
、
話
を
聴
い
た
り
、
寄
り
添
っ
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
あ
れ
、
い
つ
も
と
違
う
な
」「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、
そ
の
気
付
き
が
あ
な
た
や
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
は
悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
サ
イ
ン

を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
悩
ん
で
い
る
人

は
も
う
一
度
周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
な
が
り
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
の
は
「
つ
な
が
り
」

あなたは一人で悩みを抱えていませんか？大切な人がつらい思
いをして苦しんではいませんか？つらいときや、環境の変化が
あったとき、心のバランスを失ってしまうことも少なくありま
せん。そんなときこそ、大切なものがあるのではないでしょうか。

崩
れ
や
す
い
心
の
バ
ラ
ン
ス

0

2000

4000

6000

8000

10000

※平成 24 年度は熊本市に
「こころの健康センター」
が設置されたため、県との
合計数を表記。

22年度 23年度 24年度（※）

熊本県精神保健福祉センターなどに寄せられた相談件数

6,674 件 6,407 件

9,283 件

熊本県精神保健福祉センター
☎︎０９６（３８６）１１６６

【こころの健康相談】

「
周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
」
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こんにちは！
住 民 課 で す ☎ 279 - 4397

住民課  健康福祉係

高尿酸血症になっていませんか？
　年に1度、30代の生活習慣病健診を実施していますが、その結果、受診者の20％が高尿酸血症でした。血管の
老化が始まる40代ではなく、まだ青年期に近い30代に、血管障害が起きていることが判ります。
　「尿酸値」は、血液100㎖に含まれる尿酸の量（㎎）を示し、7.0㎎以上を高尿酸血症といいます。「尿酸」は、
体内のホルモンなどの材料である「プリン体」が代謝された燃えカスで、私たちの体の中に常に存在し、産生と
排泄のバランスにより適正な一定量が保たれています。尿酸は、次のような過程で作られます。

★�年に１度は生活習慣病健診を受けて、「尿酸値」が基準値内で
あるかどうか、是非確認をしましょう。
　�大量飲酒、過食、野菜摂取不足、喫煙など生活習慣の改善も心
がけましょう。

１．�新陳代謝（古い細胞が死に新しい細胞が生まれる）でプリン体
が放出、分解され、尿酸がつくられる。

２．�急激な運動や暴飲暴食でエネルギー消費をすると、プリン体の
エネルギー再利用ができず、尿酸が増える。

３．�内臓、魚卵など細胞数が多い食材や乾燥で細胞が凝縮された
干物など、プリン体を多く含む食品を摂る。

　プリン体の摂取や産生が多過ぎて、尿酸値が高くなると、関節や腎
臓に尿酸結晶が溜まり、「痛風」や「痛風腎」になります。「痛風」
発作は関節が腫れて激烈な痛みを伴いますが、痛みが治まったことで
治療を放置すると、様々な合併症を引き起こします。「尿酸値」を下
げるための治療が必要です。

「し尿汲取り料金改定」のお知らせ
　し尿汲取り料金につきまして、昨今の燃料費の高騰・物価の上昇等さまざまな要因により、10
ℓにつき 110円 ( 消費税別途 )に値上げされることになりました。
　今回の料金改定は１５年ぶりの改定となります。し尿汲取りという生活に密着した不可欠な業
務を安定的・継続的に行うため収集コストに係る経費を実態に応じて適正化したものでございま
す。何卒ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

・平成 26 年 3 月 31 日まで…10ℓにつき、100 円
　　　　　　　　　　　　　　　 （消費税５％別途）
・平成 26 年 4 月　1 日以降…10ℓにつき、110 円
　　　　　　　　　　　　　　 　（消費税８％別途）

阿蘇広域行政事務組合　☎ 0976 - 24 - 5353

阿蘇広域行政組合より
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　Hello everyone!
　This month I want to talk a little about travel.“Two 
roads diverged in a wood and I – I took the one less 
traveled by.” – Robert Frost
　I want to share this quote with you, because my friend 
recently told me: “You travel to strange places.”
　It made me think. Do I really  travel to strange places? 
Why is France not strange or Switzerland?
　Everyone is very familiar with these two countries. 
But why do so many people want to visit France and 
Switzerland?
　We see these countries on the TV often but then 
when we arrive, we feel like we have seen the Eiffel 
Tower before. It feels so familiar because we have seen 
these images since we were young.The world can seem 
so big and daunting but also, at the same time, it is 
small and accessible.Recently, with flight prices falling, 
newer and more exotic places become easier to reach.
　Where do you really want to go? What do you really 
want to see? With a little research, it is easy to find a 
place that isn’t overrun with tourists, where you can still 
get a feel for traditional life and experience the culture 
of these countries.How about taking the road less 
travelled next time you plan your trip?

　みなさん、こんにちは！
　今月は、旅行についてお話したいと思います。
　ロバート・フロストの名言
　「森の中で道が二つに分かれていた。そして私は…
そして私は人があまり通っていない道を選んだ」
という言葉を聞かれたことがありますか。
　私は友達から最近「めずらしい場所に旅行に行きま
すね」と言われることがあります。本当に、そうだと
思いますか？　だとすれば、フランスやスイスはめず
らしい国ではないということでしょうか？
　フランスやスイスといえば、旅行先としてよく知ら
れていますが、どうしてこんなにも多くの観光客が訪
れるのでしょうか。こういった国はテレビで見る機会
も多いので、実際訪れると過去にエッフェル・タワー
を見たことがあるような感覚になるほどです。それは、
きっと若い時から見ている情報が影響していると思い
ます。世界は大きく偉大に見えますが、ある意味小さ
く身近に感じるものです。
　最近は航空券も格安で手に入るようになり、めずら
しい場所へも簡単に行けるようになってきました。
あなたが本当に行ってみたい場所はどこですか？見て
みたいものは何ですか？
　ちょっと調べてみれば、まだ観光客に知られていな
い場所が見つかると思います。そういった国で、伝統
的な生活や文化が経験できることでしょう。
　次回旅行の計画を立てるときは、ちょっと冒険して
みませんか？

Richy`s  Blog
vol.15リッチーのブログ

　平成26年度スポーツ安全保険の加入受付が３月から開始されます。けが
や賠償責任に備えて加入しましょう。団体活動を行う５名以上の方々で加入
できます。
　団体で活動中および団体活動への往復中の事故を補償します。
　保険の内容は傷害保険・賠償責任保険・突然死葬祭費用保険があります。
掛金は中学以下の子どもが年額800円～、高校生以上の大人については活動
内容によって金額が異なりますので、詳しくは教育委員会までお問い合わせ
ください。

【問い合わせ先】西原村教育委員会　☎279-4424

スポーツ安全保険に加入しましょう！
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みてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！
「お誕生学級」におじゃまして、写真を撮らせて頂きました。みんなむぞらしかですね！

志
し

賀
が

　蒼
そう

真
ま

くん

勇さん ･智恵美さん（古閑）
みんなたくさん遊んでね。
お兄ちゃん大好き！

宮
みや

川
がわ

　旺
おう

芽
が

くん

和也さん・穂波さん（土林）
おじいちゃん、おばあちゃん
これからもいっぱい遊んでね。

目
め

久
ぐ

美
み

　志
しゅう

侑くん

祐介さん・絵美さん（小森）
これからもいっぱい遊んでね！

献血にご協力を!!

※�献血カードをお持ちの方は、当日ご持参ください。
※400ml献血は、年間、男性は３回･女性は２回までです。
【問い合わせ先】熊本県赤十字血液センター ☎384︲6725　または役場住民課 ☎279︲3111

　熊本県では年間１回のみの献血者が 70% もいます。そこで、県赤十
字血液センターでは献血減少期 (1 ～ 4 月 ) の 400ml 献血の推進のため、
One More 献血キャンペーン実施中です！

One More 献血キャンペーンとは（９月 30 日まで）
　400 ｍl 献血・成分献血にご協力いただく毎にキャンペーンカードを
１枚差し上げます。キャンペーンカードを 2 枚集めると「ハービット・
くまモンピンバッジ」をプレゼント。

   献 血 実 施 日　３月６日（木）
   会場・受付時間　【西 原 村 役 場】　午前９時３０分〜午前11時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後０時３０分〜午後１時３０分
　　　　　　　　　【ナカヤマ精密㈱】　午後２時３０分～午後４時３０分
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備えあれば…

子育てひろば
おひさま通信

　まだまだ寒さの厳しい日が続きますが、梅のつぼみもほころび、春の気配が感じられるころとなり
ました。子育てひろばでは、寒さにも負けず、園庭を走り回ったり、砂場で遊んだりする元気な子ど
も達の姿がみられます。時折、砂で出来たごちそうがテラスにいるお母さんの元へと届きます。そん
なほっこり暖かいやりとりもひろばならではの風景です。初めてのお母さん方もぜひゆっくりとひろ
ばで時間を過ごされてみませんか？お待ちしています。

◎�にしはら保育園では、家庭において、一時的に保育をする事が困難になった乳幼児について、一時預か
りを行っています。ご相談ください。　子育てひろば☎ 279–�3252　にしはら保育園☎ 279–2054

総務課 防災係 ☎ 279 − 3111【内線 211】

■２月の活動予定■

●�図書館訪問 ･･･ 毎月第３水曜日おはなし会に
参加されてみませんか？今月は 19 日（水）11
時（予定）

●�豆まき（２月３日）･･･“鬼は外！福は内！”と、
一年の無病息災をみんなでお願いしませんか？

●�ヨガ教室 ･･･ リクエストにお応えし、ヨガ体験
をおこないます。疲れをゆっくりとほぐしませ
んか？

●�お雛様作り（２月 24 日～ 28 日）･･･ かわい
いお雛様を親子で作られてみませんか？材料は
ひろばで用意をしますのでお気軽にお越しくだ
さい。

■ 12 月の活動■

●�クリスマス会 ･･･ 伊澤隆嗣さんによる
サックス演奏を楽しみました。ひろばの
お母さん（丹波さん）のピアノとコラボ
もあり盛り上がりました。

●�ピザ作り ･･･ たんぽぽハウスさんにてオ
リジナルピザ作りを親子で楽しみました。
大きくておい
しそうなピザ
が出来上がり
ました。

自分自身の防災力を高めましょう。
【防災行政無線戸別受信機】
　西原村では、防災行政無線の戸別受信機を無料
で各戸に貸出しを行っています。防災無線は災害
等が発生し、電気がストップした場合でも内蔵の
乾電池により情報を受信する事が出来ます。

　戸別受信機の電池交換（１年に１回程度）、及び
コンセントの確認をお願い致します。また近年老
朽化と思われる「雑音が入る、受信しない」など
故障の報告が多数あります。その場合は、お手数
ですが下記までご連絡ください。

災いを防ぐ!

■
中
段
の
赤
い
ラ
ン
プ
は

　
電
池
交
換
時
期
で
す
。

■
前
カ
バ
ー
を
ス
ラ
イ

　
ド
し
て
電
池
交
換

⬅

国保通信

住民課  国民健康保険（給付）☎ 279−4389

〈平成 25 年 12 月末現在〉
国保加入世帯数　1,077 世帯　±０
被 保 険 者 数　2,009 人（114 人）－10
　※（　）は退職被保険者数　比較は前月末
12 月支払（10 月診療分）
　療養給付費（一般＋退職）：38,985,665 円

■ワンポイントこくほ
西原村の特定健診受診率の推移
　平成２０年度　……　５５. ９％
　平成２１年度　……　５３. ６％
　平成２２年度　……　５３. １％
　平成２３年度　……　５３. ８％
　平成２４年度　……　５６. ３％

　県内の市町村の中では比較的高い受診率と
なっているが、ほぼ横ばいの状態であるため更
なる啓発が必要。
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　西原村教育振興基本計画（2012・1月策定）
（「生涯元気なにしはらづくり」教育プラン）抜粋
＊地域コミュニケーションの推進
⑴自治公民館活動の推進（前号掲載）
⑵地域課題の共有化
　自治公民館の役割の一つに地域課題の共有化
があります。地域課題の共有化はその地域の活
動の原動力にもなり、誰にでも分かりやすい取り
組みをすることが出来ます。また、地域住民と行
政が地域課題を共有することにより、相互の信
頼関係を醸成し、地域の施策や事業へ反映させ
ていくことも出来ます。
　地域が抱える課題には、個人や家庭、隣近
所、自治会等で取り組むことから、当該地域の現
状や課題を地域全体で共有することが重要であ
り、地域コミュニティ
の活性化に努め、住民
の自発的な地域課題の
解決に向けた合意形成
の取り組みを積極的に
支援します。

⑶地域リーダーの育成
　各集落の自治にあたっては、区長・分館長・
衛生班長の３役が中心になり運営されていま
す。そして女性の組織も集落ごとに何らかの形
で残されています。
　しかしながら、１年から２年の輪番制での役
回りであり、地域づくりの継続性に欠けがちで
あります。継続した地域づくりをしていくため
にも地域リーダーの存在は欠かせないものであ
り、今日の社会にあった地域リーダーのあり方
を模索します。
　また、村から各集落に交付される地域づくり
交付金の活用状況や地域づくり組織の実態を把
握し、優良集落の事例等を区長・分館長会議等
で報告することにより他集落への地域づくりの
啓発を促します。

＊人権教育・啓発の推進・・・次号

阿蘇世界文化遺産リレーコラム〜守っていきたいわがまちの景観と人々〜

　俵山の西に広がる高遊原台地は、約９万年前、阿蘇火山の一員である大峯火山の噴火により形成されました。
現在の阿蘇カルデラはこの後の大噴火で形成されたものと考えられています。高遊原台地の広大で平坦な形状は、
粘性の低い溶岩（高遊原溶岩）がゆっくりと大量に流出したことで形成されました。
　さらにこれまでの研究によると、高遊原台地は、何度も繰り返された断層活動により大峰火山と 100 ｍ近くず
れ（落差）が発生して現在の地形になったと考えられています。
　高遊原台地では、溶岩台地の水はけの良さを利用したサツマイモの生産が盛んであり、また、平坦な地形を利
用して阿蘇くまもと空港が整備される等、火山活動や断層運動といった自然活動によって形成された地形や特性
を、巧みに利用してきた人々の生活をうかがい知ることが出来ます。
◆次回のコラムは、阿蘇市が担当します。

コラム第 16 回 大峯火山と高遊原台地 担当：西原村

「世界遺産こぼれ話」Vol.7 －「阿蘇の文化的景観」について－

　世界文化遺産登録を目指す「阿蘇」。その価値の中心は、火山と人々
が作り上げた「阿蘇の文化的景観」であり、これをきちんと保全して
いくことが登録に必要な条件となります。
　そのため、現在阿蘇郡市７市町村では、地域の皆さんと一緒に「阿
蘇の文化的景観」を守り育てていくために、「景観計画・景観条例」
の制定に向けた準備を行っています。
　また、各地で地域別検討会を実施し、「地域から見た阿蘇の環境・
景観」について地域の皆さんと意見交換を実施しています。
　このリレーコラムでも引き続き、「阿蘇の文化的景観」として守っ
ていきたい景観を紹介していきたいと考えています。 手前の山が大峯山。その向こうに広がる高遊原台地。
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法務大臣から 曽我幸一さん（小園）と田中英雄さん（名ヶ迫）に
人権擁護委員の新任委嘱

　平成 26 年 1月 1日付けで、法務大臣より「曽我幸一」
さん（小園）・「田中英雄」さん（名ヶ迫）の新任の委
嘱発令がされました。人権擁護委員は、国民の基本的
人権が侵されることのないように監視し、もし、これが
侵犯された場合には、その救済のため、速やかに適切
な処置を採るとともに、常に自由人権思想の普及高揚
に努めることをもってその使命としています。また常設
相談所（法務局）や特設相談所（村内）において、面
接又は電話による人権相談に応じています。そして様々
な人権啓発活動を行っています。
　人権擁護委員はあなたの相談相手です、いつでもあ
なたの相談に応じてくれます。

役場総務課

曽我 幸一さん 田中 英雄さん

　国民年金は、年をとったときやいざというと
きの生活を、現役世代みんなで支えようという
考えで作られた仕組みです。 
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保
険料を納め続けることで、年をとったときや、
病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手
が亡くなったときに、年金を受け取ることがで
きる制度です。 

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります 
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、
保険料を納める制度です。 
　国が責任をもって運営するため、安定してい
ますし、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。 
◎老後のためだけのものではありません 
　国民年金には、年をとったときの老齢年金の
ほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金
は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れ
ます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、
その加入者により生計を維持されていた遺族
（「子のある妻」や「子」）が受け取れます。 

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶
予制度」
★「学生納付特例制度」 
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。 
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大
学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上
である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学
する方です。 
★「若年者納付猶予制度」 
　学生でない 30 歳未満の方で、ご本人及び配偶
者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。　 
　国民年金のご相談・手続き等については西原
村役場住民課または年金事務所までお問い合わ
せください。 

お問い合わせ
　住民課  国民年金係　☎ 279-3113
　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

～新成人の皆さんへ～　

20歳になったら国民年金

19　広報西原２月号



　

Information

◯
起
業
・
経
営
相
談

（
毎
週
日
曜
日
午
後
開
催
）
要
予
約

　

専
門
相
談
員
（
中
小
企
業
診
断
士
）

○
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

起
業
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

『
身
近
な
起
業
家
に
学
ぶ
』

・
３
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時
40
分

　

終
了
後
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
県
立
図
書
館
３
階
大
研
修
室

・
参
加
費
無
料
（
要
事
前
申
込
み
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

熊
本
県
立
図
書
館

〒
8
6
2

－
8
6
0
9　

熊
本
市
中
央
区
出
水
２
丁
目
５
番
１
号

　
　

☎　

0
9
6

－

3
8
4

－

5
0
0
0

F
A
X　

0
9
6

－

3
8
5

－

2
9
8
3

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
労
働
相
談
の

お
知
ら
せ

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
２
月
及
び
３
月
の
第
１
・
第
３
水

曜
日
に
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
労
働
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　・
２
月
５
日
、
19
日　

　
　
　
「
未
払
い
賃
金
に
つ
い
て
」

・
３
月
５
日
、
19
日　

　
　
　
「�

解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、
雇
い

止
め
に
つ
い
て
」

　

相
談
は
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
来
所
又
は
電
話
で
社
会
保
険
労
務
士

の
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
な
お
、
そ

の
他
の
労
働
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

☎　

０
９
６

－

３
５
２

－
３
６
１
３

場
　
所　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８

－

６

　
　
　
　

朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階

あ
な
た
の
起
業
や
会
社
の
経
営
改
善
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

熊
本
県
立
図
書
館
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

◯
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　

�

司
書
が
、
起
業
・
経
営
に
関
す
る
資
料

探
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
御
礼

　

埼
玉
県
在
住
の
牧　

弘
さ
ん
、

　

東
京
都
在
住
の
前
鶴　

哲
郎
さ
ん
、

　

千
葉
県
在
住
の
川
嶋　

喜
代
美
さ
ん
、

　

東
京
都
在
住
の
山
田　

宣
広
さ
ん

か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
金
）
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。西

原
村

　平成25年10月１日に閣議決定された「臨時福祉給
付金（簡素な給付措置）」は、住民の皆さんへ連絡や
給付を行う段階ではありません。
　具体的な給付の方法が決まり次第、広報などでお知
らせします。
「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」に関して、
○�村や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなど
の現金自動支払機）の操作をお願いすることは、絶
対にありません。
○�ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込ん
でもらうことは絶対にできません。
○�村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金（簡素な
給付措置）」の給付のために、手数料などの振り込
みを求めることは絶対にありません。
○�現時点で、村や厚生労働省などが住民の皆さんの世
帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会する
ことは、絶対にありません。
　自宅や職場などに村や厚生労働省などの職員な
どをかたった不審な電話や郵便が届いたら、迷わず

住民課や大津警察署（または警察相談専用電話（♯
9110））にご連絡ください。
①「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」とは　
　�４月からの消費税率が８％へ引き上げられますが、
所得の低い方々のへの負担の影響に鑑み、暫定的・
臨時的な措置として、臨時福祉給付金を支給する予
定です。

②給付対象者
　�平成26年度分市町村民税（均等割）が課税されて
ない方が対象です。（ただし、ご自身を扶養してい
る方が課税される場合などは対象外です。）

③給付額
　�給付対象者１人につき10,000円の給付が予定され
ています。（給付対象者の中で、老齢基礎年金、障
害基礎年金などの受給者につきましては、１人につ
き5,000円が加算される予定です。）

【お問い合わせ先】
　住民課　健康福祉係　　☎２７９－４３９７
　大津警察署　　　　　　☎２９４－０１１０

「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」を装った
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意を
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　１月12日の消防団出初式終了後に、下小森
の堤で実施された一斉放水の様子です。
　23本のホースから、一斉に放水される光景は
圧巻でした。
　みなさんも、来年は見学に行かれてみてはい
かがでしょうか。

西原村

「目標への軌道②」
　最初から子育ての目標を高くして、日常的な基本
の部分を忘れていれば、その目標への軌道は出発駅
の無い軌道になってしまい、目標に向かっての安定
軌道が見つからないような気がする。人格形成の出
発駅である挨拶等の基本的な生活習慣が身に付いて
いれば、目標へのレールは自然と敷かれ、安定軌道
に入り、次の目標へのレールも敷かれる。基本的な
生活習慣は、目標到達への加速力にもなる。

「子育てへの軌道づくり」

ＯＮＥ　ＳＨＯＴ

総務課 279-3111
企画商工課 279-3112
教育委員会 279-4424
議会事務局 279-4364
会計課 279-4394
税務課 279-4395
産業課
経済係《農業委員会》 279-4396
土木建築係 279-3114
地籍調査係 279-4417
住民課
住民・環境衛生係 279-3113
健康福祉係 279-4397
国保係 279-4389
にしはら保育園 279-2054

　 土日、祝日は 279-3111へ
　 お願いします

構造改善センター 279-3890
社会福祉協議会（のぎく荘）

279-4141
生涯学習センター（山河の館）

279-4425

　　　（前月比）
人口　　7,082人（＋５）
男性　　3,456人（±０）
女性　　3,626人（＋５）
世帯数　2,557世帯（＋７）
高齢化率　25.4％
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

村のうごき
●１月31日現在の人口です

おくやみ申し上げます
平成26年１月14日現在

故人名（年齢） 遺族氏名 地区名
志内　　徹（77） 志内　フミエ 宮山
松本スエノ（90） 松本　英人 宮山
園田　和也（67） 園田　サエ子 畑
中村　敏夫（91） 中村　辰則 宮山
園田　安雄（76） 園田　久美子 葛目
下村カシコ（94） 下村　博文 下小森
東　　ツヤ（94） 東　祉富 新所
津留三恵子（86） 津留　光範 田中
野田アヤ子（93） 野田　誓也 馬場
廣瀬　研二（88） 廣瀬　和彦 袴野

役場各課・係　直通ダイヤル ☎

村の機関☎

お誕生おめでとうございます。
平成26年１月14日現在

氏名（地区） 生年月日 保護者

中
なか

覀
にし

　　巧
たくみ
くん（下小森）

堀
ほり

北
きた

　健
たけ

流
る
くん（化粧塚）

山
やま

﨑
ざき

　裕
ゆう

太
た
くん（河原団地）

今
いま

川
がわ

　柚
ゆず

希
き
ちゃん（西原台）

Ｈ25,12,15
Ｈ25,12,16
Ｈ25,12,28
Ｈ25,12,26

聡さん
貴裕さん
裕一さん
裕太さん
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作っちゃおう

食べちゃおう！

＊�コツ・ポイント
・�里芋は下ゆでせずに、水にさらした後にレンジで加熱してもOKです。
・�ひき肉は、鶏でなくとも何でもいいです。途中、火を止め何回かに分けて煮た
ほうが、味がしみやすいです。隠し味程度に生姜を入れてもおいしいです。

【発行】西原村【編集】役場企画商工課
〒８６１-２４９２熊本県阿蘇郡西原村大字小森３２５９　TEL 096-279-3111／ FAX096-279-3506
【印刷】 ㈱新生社印刷　熊本支店
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第37回熊本学生野球大会（寺原杯）
優勝！！

スポットライトpot Light

第
１
３
０
話

「
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
石
器
）」

　

写
真
は
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
石
器

で
す
。

　

石
片
の
端
に
刃
部
を
作
り
だ
し
た
も
の
で
、
皮
の

裏
側
に
付
い
た
脂
肪
を
掻
き
取
る
、
皮
な
め
し
の
道

具
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
期
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て
用
い
ら
れ
て
い
た
石

器
で
、
西
原
村
で
も
、
多
く
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
桑
鶴
地
区
で
採
集
し
た
も
の
で
、
形
状

か
ら
、
旧
石
器
時
代
（
１
万
年
以
上
昔
）
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
時
の
人
々
は
、
ど

の
よ
う
な
動
物
の
皮

を
な
め
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
な
め
し
た
動

物
の
皮
を
、
ど
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
想
像
が
膨

ら
み
ま
す
。

企
画
商
工
課　

小
谷

　第 37 回熊本学生野球大会（寺原杯）が、平成
25 年 10 月 19 日から 12 月 14 日まで開催されま
した。
　平成 22 年度の卒業生（高校 3 年生）の西原中学
校野球部ＯＢを中心とした「Ｄｏｙｅｒｓ」が、出
場全 83 チームの頂点に立ちました。
　Ｄｏｙｅｒｓは、1 回戦から準決勝まで 6 試合を
勝ち抜き、水前寺球場で行われた決勝戦では、「Ｋ
Ｇモンスターズ」に 5 対 2 で快勝、のびのび野球
で初優勝を成し遂げました。
　４月からは、進学や就職とそれぞれの道を進むこ
とになりますが、今後の活躍も期待しています。

表紙説明
　今月の表紙は、1 月 12 日に挙
行された成人式の写真です。
　ご成人、おめでとうございます。

「里芋のそぼろ煮」
作り方

材　料（３～４人分）
里芋　	 400ｇ
にんじん　	 150ｇ
玉ねぎ　	 200ｇ
小ねぎ	 100ｇ
干ししいたけ	 5ｇ
鶏ミンチ	 200ｇ
砂糖　	 30ｇ
醤油　	 80ｇ
酒　	 20ｇ
みりん	 20ｇ
だし汁/片栗粉	 少々
（今回の野菜類は、全て西原村産です）

①�里芋は一口大に切り、下ゆでする。
他の食材も食べやすい大きさに
切っておく。
②�鍋に油をひき、肉、野菜を炒め、
やわらかくなったら、調味料を入
れ、味を整えてできあがり。

にしはら保育園 １月22日給食
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